
 

＜週報№ 2,948＞ 3,059回例会 

２０２１年７月９日（金） 

■会長／北川 和彦 ■幹事／飯田 兼光 

◆司会＝玉本 広人ＳＡＡ 

◆ゲストビジター＝本日はいらっしゃいません。 

◆出席報告 

本日 １００．００％ ０名欠席 

前回訂正 １００．００％ ０名欠席 

◆ラッキーナンバー＝№21  小針 哲郎君 

◆ニコニコボックス＝●北川和彦君、飯田兼光君＝本日

も新年度方針挨拶です、役員の皆様、お願い致します●伊

藤武利君＝北川会長、飯田幹事、お二人コンビの活躍を祈

ります●菊池俊樹君＝本日は PCR センターでの仕事で欠

席しますが、北川会長、飯田幹事、一年間宜しくお願いし

ます●川村総一郎君＝結婚祝いをいただいて●小針哲郎

君＝ラッキーNo にあたって 

◆会長告知・北川和彦会長＝梅雨

前線が停滞し、先週土曜日には熱

海で大規模な土石流災害が発生

し、昨日現在、死者９名行方不明

２２名の甚大な被害が出ました。

毎年、この時期に長雨による大規

模な水害が全国に発生し、当地では諏訪湖の溢水が心配

です。私の自宅兼事務所は、平成１８年７月に衣の渡川が

逆流して床上浸水し大変な目に遭いました。１週間前か

ら長雨が続き直前３日は大雨、前日夕方側溝から下水が

あふれそうになっていたので横からの浸水に備えて土嚢

でふさいでいたのですが、夜中に床下から水が湧き出し

て一気に浸水しました。浸水がはけても、汚水のにおいや

黴菌の繁殖等が発生しますが、妻が機転をきかせて、水が

引けた後の床や壁をホースで徹底して洗い流し、お陰で

殆ど支障なく使えるようになりました。また当時の田中

康夫長野県知事の発案で県内の学校の先生がボランティ

アでかけつけ、掃除や片づけをしてくれました。田中知事

は阪神淡路大震災の時にバイクでかけつけたのですが、

その時にボランティアの必要を感じたとのことでした。

非常にありがたかったです。災害後の処理は家や近所の

者だけではどうにもできないので、ボランティアは是非

必要です。スワテック建設さんにお願いして新築した後

１年で被災しましたが、前の建物であれば事件記録や本

は全部だめになり仕事が続けられなかったと思いますが、

新築したお陰で１週間で仕事が再開でき、不幸中の幸と

思っています。熱海の被災は、土石流の起点となった地点

の盛り土が原因とのことで、地元の人達は全く予想でき

なかったようです。私たちも、それぞれの家や会社にどの

ような災害の危険があるか予め知っておくことが必要だ

と感じます。 

クラブ計画書ですが、１９頁の奉仕活動予算の支出の

部青少年関係団体支援に「チャイルドラインすわ」を入れ

ていただきました。設立当初から係わっている者として

大変ありがたく思います。この活動の重要性は昨年例会

で話を聞いていただいたとおりです。その支援は、当クラ

ブのイメージ向上にも役立つのではないかと思います。 

◆幹事報告・飯田兼光幹事＝本日

より円卓スタイル・お弁当持ち帰

りでの例会開催と致します。今後

のスタイルは理事会で協議し判

断して参ります。各会員 BOX へク

ラブ計画書の訂正書を配布しま

した。確認をお願いします。「ダメ。ゼッタイ。」支援募

金箱が届いております。主旨は薬物乱用防止運動です。ご

協力をお願いします。7 月 3 日の豪雨により静岡県熱海市

で大規模な土石流災害が起きました。桑澤ガバナーより

2600 地区として災害義援金口座から 50 万円を義援金と

して送らせて頂いた旨ご報告がございました。新入会員

はじめ、My ROTARY への登録をお願い致します。 

第 2 回理事会報告をさせて頂きます。桑澤ガバナーと

ライオンズガバナーの対談記事日報掲載の件です。掲載

料 105,000 円、各クラブ 15,000 円負担との依頼がありま

したので承諾しています。7 月 30 日の家族例会の実施方

法について、7 月 9 日の時点で諏訪の感染警戒レベルによ

って判断することとしています。若手会員に対する研修

会開催についてですが、実施方法について秋に再検討す

ることとします。加藤会員より、忘年例会予定日（12 月

17 日）はぬのはんさんで既に予定が入っており、開催す

ることは難しいとのことで日程変更の依頼がありました。

こちらも理事会で判断して参ります。本日のクラブ協議

会は, 先週に引き続き新年度方針挨拶です。役員の皆様

お願い致します。本日例会終了後に第３回理事会を開催



いたします。関係者の皆様はお集まりください。 

◆委員会報告 

●ゴルフ同好会 小平直史会長＝コロナ禍で長く休止し

ておりましたが、いよいよ始めよう、というお言葉を皆

様からいただきまして、幹事の方で計画をしておりま

す。開催日は 8 月 29 日（日）、プレーのみとし懇親会

等はなしとする予定です。事務局からご案内の FAX が届

きますので、ぜひ、たくさんの方にご参加いただきたい

と思います。よろしくお願いします。 

◆クラブ協議会・新年度方針あいさつ 

●川村総一郎 副幹事＝1年間、飯田幹事の背中を見な

がら、全力でサポートさせていただきたいと思います。

同時に親睦委員会の副委員長も拝命しました。こちらも

合田委員長のサポートを全力でやりたいと思います。い

ずれにしてもお二方の委員長のサポートを一年間やらせ

ていただきます。よろしくお願いいたします。 

●伊藤武利 監事＝増澤さんの 3 歩下がって後からつい

ていきたいと思いますので 1 年間宜しくお願いします。

何年か前に監事やったときに、会長の河西さんと一緒に

ある会員の退会慰留に行ったのですが、その退会理由

が、ちょっともう耳が遠くなってきて皆さんのお話しし

ていることもよく聞こえないし楽しくない、ということ

でした。耳が遠いくらいで、と思った記憶があるのです

が、私が７７歳になりまして、同じように耳が遠くなっ

てきて、さらに、皆さんマスクで、口元を見ても何を喋

ってるかよくわからない、ということがあります。ロー

タリーのお話のときもぜひ前の太田会員のようにマイク

を口に引き付けていただいて、できるだけ大きい声でお

喋りしていただければありがたいなと思います。よろし

くお願いします。 

●善治直樹 出席委員長＝昨年度も出席委員をやらせて

いただいて、宮坂前委員長のもと、のほほんとしており

ましたが、委員長になってちょっとやることが意外に多

くてあたふたしておりますが、頑張っていきたいと思い

ます。北川会長の重点項目であります会員同士の交流も

例会への出席があってこそと思いますので、出席率の向

上に向けて努めていきます。ご協力お願いします。 

●小平直史 プログラム委員長＝山崎晃副委員長にいろ

いろ教えていただきながら一緒にやらせていただきたい

と思います。担当例会が全部で 8 回ございまして、新入

会員卓話をやってないという方が、現状、新入会員 3 名

も含めて 10 名ほどになります。1 年間ではちょっと終わ

らない状況で、会長とご相談させていただきながら進め

てまいりたい。卓話をお願いしたときはぜひご協力いた

だければと思いますのでよろしくお願いします。 

●奥村実 会報・雑誌・広報副委員長＝第 1 週の週報を

作らせていただいき、これによってロータリーの理解を

少しだけでも深めることができたと思っています。1 年

間通じてやらせていただいて、ロータリアンとして、少

しでも先輩方に近づけるように頑張っていきたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

●合田敦子 親睦・クラブ親善委員長＝まだまだ続くコ

ロナ禍で例年のようなイベントで親睦を深めるというこ

とが厳しい状況ではあると思いますが、感染対策等、皆

様のお知恵をいただきながら、少しでも、親睦を深めて

いけるように努めていきたいと思います。どうぞよろし

くお願いいたします。 

●小針哲郎 会員増強委員長＝純増 2 名を目標とせよと

いうことですが、既に 2 名増えている状況ですから、今

後は若手の粋の良い経営者の方々、それから女性会員を

増やすということをしっかりとやっていきたいというふ

うに思います。皆さんからも、そういういい方がいらっ

しゃいましたら、ぜひご紹介いただきたいと思っており

ます。よろしくお願いいたします。 

●有賀昭彦 職業分類委員長＝今回は太田信男さんと 2

名でこの委員会しっかり進めてまいります。分類は、昔

は 1 業種 1 社でありましたが、今の 50 名以上は 10%の適

用と、50 名以下は、1 業種 5 名までということでありま

す。当クラブは 49 名ということでありますから、50 名

以下を適用ということになります。30 年前に幹事をやっ

ておりましたときに、感じたことを少し申し上げます。

会員増強のことですが、ゆくゆく、ここにいる皆さん

が、会長や幹事を 2 回受けることになるのではないか。

私のときには 66 名いましたが今 49 名ということで、や

はりロータリーは増強が必要ではないかなということで

あります。しっかりと会員増強、会員選考について会長

幹事さん含めまして、しっかりと連携とって進めてまい

りたいと思っております。1 年間どうぞよろしくお願い

いたします。 

●八幡一成 ロータリー情報委員長・デジタル化推進委

員長＝ロータリー情報委員会は長年三井さんが担当され

てきて、私にとってはとても肩の荷が重い委員会でし



て、どうしようかなと思っていますが、クラブ計画書の

事業計画は、昨年と全く同様に書いてございます。それ

を読むと、ますます肩の荷が重いなんていうのは実感さ

れてくるのですけれども、三井さんに、いろはから教え

ていただきながら進めてまいりたいと思います。もう一

つ、今年度、デジタル化推進委員会もお引き受けはした

のですけれども、どういった方向に進めようかなと思っ

ております。こちらの方は橋詰副委員長と進めたいと思

いますが、もう少し大人数で進めたいと思いますので、

個人的にお声掛けさせて頂きますが、お声がかかった方

はご協力をいただきたいと思います。二つの委員会を担

当することになりました八幡です。一年間宜しくお願い

いたします。 

●河西正一 ロータリー財団委員長＝藤森郁男さんと 2

人でやらさせていただきます。藤森会員とは打ち合わせ

をしてないので勝手なことを言わせていただきます。ロ

ータリー財団一番この委員会は皆さんに寄付をお願いし

ますと言いに行く役割かなと思っております。また会長

の方針にもロータリー財団や米山奨学金の寄付を充実さ

せようということがありますので皆様のご協力、ぜひよ

ろしくお願いいたします。1 年間どうぞよろしくお願い

いたします。 

●小口武男 米山奨学会委員長＝本年度は竹上副委員長

と 2 人で進めていくということになります。コロナ禍で

米山奨学会は人が来ているのかと、という話があるかと

思いますが、今米山奨学会は大変活発にやっているよう

です。ホームページでは、米山ハイライトというのが出

ており、学生たちはアルバイトもできず非常にお金に困

ってるそうです。そういう意味では、日本で一番大きな

奨学会であるこのロータリーの米山奨学会に頼りたい人

がたくさんありまして、今年度は日本で 8 百何人の米山

奨学生を選んだということであります。長野県地区では

例年でありますと 20 名弱ぐらい選ばれて長野県に来て

おられます。クラブ計画書の 29 ページに諏訪で今まで

受け入れた米山奨学生のお名前が何人か載っております

が、つい最近では 2013 年の王玉洪さんになります。も

う 8 年も前で、諏訪ロータリーは近年は米山奨学会の引

き受けをしていないというのが現状でございます。また

来年の申し送りにそれはなるかもしれませんが、そんな

米山奨学生を身近に感じながら、あの財団担当ではあり

ませんが、また寄附の方もよろしくお願いしたいという

ふうに思います。 

●古屋了 65 周年実行委員会委員長＝大変な重責であり

まして、どうして私のとこへ来たかと、おいでにならな

くなった先輩もおいでになったり、また先輩諸氏それぞ

れの大事なお役に就かれたりということでおそらくなっ

たのではないかというふうに思います。副委員長を務め

ていただきます小口泰幸前幹事さんも前幹事は無役のは

ずだけどな、とぼやいておられましたけれども、ご協力

よろしくお願いいたします。北川会長の指針よります

と、創立の熱気と奉仕への意欲を我らのものに、という

メッセージでありますので、皆さん仲良く楽しくできる

ようなことをしていきたいということを申し上げて、挨

拶にさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

◆今後の例会日程 

 

7 月 16 日 金 クラブ協議会（出席率向上・表彰） 

7 月 23 日 金 準法定休日 

7 月 30 日 金 家族例会（納涼例会） 


